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川 本 俊 治
与えられた非線形偏微分方程式が逆散乱法で解けるということと,その相似解がパンルベ
伊ainlev6)方程式を満足するということの密接なつながりが指摘されて以来,1)いわゆる くパン
ルベ解析"が,与式の可積分性を調べる有力な手段となってきている.
そもそもこの解析は,相似解 2)と50種のパンルべ型2階常微分方程式 3)との関係の議論に
始まり,その後weissetal.4)によって,与式を常微分方程式に変換せずに偏微分方程式 のま
までパンルベの性質の有無を調べる手法-と発展させられた.最近では, 多くのソリトン方程
式がパンルベ解析されている.4,5)ここでいうパンルベの性質とは,パンルベ型方程式の解が持
つ特異点の性質,という意味である.すなわち,一般に非線型方程式の解の特異点の位置は,
その積分定数によって く動きうる(movable)"と考えられるが,パンルベ型方程式は,動きう
る真性特異点や分岐点(movablecriticalpoints)を持たない式として知られている.したがって,
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